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報道関係各位                                   2021年8月20日 

プレスリリース                                      送信枚数2枚 

   

 

千代田区立日比谷図書文化館開館10周年記念特別展 

タイムトリップ・江戸から東京へ ～資料で綴る千代田の風景～ 
 

 

 

 

日比谷図書文化館は、10月22日（金）より開館10周年記念特別展「タイムトリップ・江戸から東京へ ～資料

で綴る千代田の風景～」を開催します。 

千代田区は、今から400年にさかのぼる将軍徳川家康による江戸城築城および城下町の整備に始まり、明治維新

後も我が国の首府として維持されてきました。その結果、千代田区には近世以来の風景を示す多くの文化財が残って

います。 

本展は、2018年の「江戸から東京へ」の第２弾として、千代田図書館が長年収集保存してきた郷土資料を中心に、

文明開化以降の歴史を紐解きながら、風景や名所の移り変わりを紹介します。江戸から東京へと風景が推移する中で

歴史的な風景の変貌とともに今に残された歴史遺産の存在を感じてください。          

 

 開催概要  

 

〔会期〕 10月22日（金）～12月19日（日） ＊会期中、一部展示替えあり 

〔閉室日〕休館日：11月15日（月）、展示替え日：11月22日（月） 

〔開室時間〕月～木・土：10時～19時、金：10時～20時、日・祝：10時～17時（入室は閉室の30分前ま

で） 

〔会場〕千代田区立日比谷図書文化館1階特別展示室 

〔協力〕千代田区観光協会 

〔監修〕後藤宏樹 

〔観覧料〕一般300円、大学・高校生200円、区内在住者・中学生以下の方・障害者手帳などをお持ちの方とその付

き添いの方1名は無料（各種証明証の提示が必要） 

 

▲ 東京神田神社祭礼図 
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 展示構成  

Ⅰ.序章「千代田のまちのなりたち」  

千代田の風景の序章として、江戸から東京への風景を示す俯瞰図や江戸図をもとに江戸のまちづくりの変遷を紹介す

る。 

Ⅱ. 江戸城から皇居へ 

天皇東幸により江戸城が皇居となり、江戸が引き続き我が国の首府になる基礎を築いた。天皇が入城した西の丸御殿

は明治６（1873）年に焼失し、同21（1888）年に明治宮殿が完成した。宮殿の写真や錦絵によってその風景を

示す。   

Ⅲ．文明開化東京  

駿河台のニコライ堂は長い間、地域のランドマークであった。明治 20 年代のニコライ堂展望写真による 360゜パ

ノラマドームを中心に江戸の街並みを残しながら、近代化が進む風景を紹介する。 

Ⅳ．名所を巡る旅 

江戸は参勤交代で多くの大名家臣が訪れ、名所巡りが活発であった。明治時代になると、全国に鉄道が整備され、旅

行が一般的となる。名所案内や絵はがきなどから、江戸東京の観光を紹介する。 

Ⅴ．千代田区水辺散歩 

江戸は水運のための水路を巡らせたまちづくりを行い、急激な発展を遂げて江戸中期には百万人が住む世界有数の大

都市になった。この発展の背景にあった水辺景観を紐解き、図面や写真を展示して江戸・東京の水辺風景や歴史的な

橋梁を紹介する。 

Ⅵ.終章 まちの記憶を残す 

東京は大正 12（1923）年の関東大震災、昭和 20（1945）年の東京大空襲を経験し、その都度復興を果たし、

再開発によって高層化した現代都市へ推移する。変貌する地域のなかでまちの記憶を伝える歴史が消失しつつある。

建造物の記録化や江戸城門を現代の都市の中でよみがえらせる人々の努力を紹介する。 

 

 関連講座  ※ 2021年9月17日（金）より受付開始 

 

① 11月6日（土） 

九段坂400年―絵図・写真でたどる界隈の変遷― 

講師：小藤田 正夫（NPO法人神田学会 理事） 

② 11月13日（土） 

江戸城三十六御門を現在に重ねて考える 

講師：木下 栄三（建築家・画家・江戸文化歴史検定一級） 

 

《 各回共通 》 

〇 時間：14時～15時30分（13時30分開場） 

〇 会場：日比谷コンベンションホール（大ホール） 

〇 定員：100名（申込順） 

〇 費用：1,000円（千代田区民500円〈住所を確認できるものをお持ちく

ださい〉） 

〇 お申込み方法：ホームページの申込みフォーム、電話（03-3502-3340）の 

いずれかにて①講座名、②お名前（ふりがな）、③電話番号をご連絡ください。 

 

 

 

 

 

〈 お問い合わせ先 〉 

千代田区立日比谷図書文化館  広報担当：並木 namiki-yuri@shopro.co.jp、岡本 okamoto-yoriko@shopro.co.jp 

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園1-4 TEL：03-3502-3340/ FAX：03-3502-3341  

ホームページ：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/  

▲江戸城新三六御門 常盤橋御門（木下栄三画） 

▲東京36景九段坂 

新型コロナウィルス感染拡大防止対策に伴い、内容について変更や中止になる場合があります。 

最新情報につきましては、日比谷図書文化館（０３－３５０２－３３４０）またはホームページにてご確認ください。 

 


